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にする。主体部が検出できたのは１基のみ
であった。ほかに土坑墓が少数分布するよ
うである。

第3面は弥生前期から弥生中期前半に属し、
竪穴建物跡や土坑を検出した。竪穴建物に
は覆土中に貝層を伴うものがある。

須ヶ谷遺跡についてはこれまで情報は無
く、今回初めてメスが入った。付近では野
口北出遺跡と一色青海遺跡が知られており、
両遺跡との関係が問題となる。今回の調査
成果によれば、須ヶ谷遺跡は野口北出遺跡
に並行しつつ、一色青海遺跡にも年代的に
一部重なりをみせるというように、空白期
を埋める位置にある。とくに問題になるの
が方形周溝墓群であり、野口北出遺跡の方
形周溝墓群に後続して形成されている点で、
両者が一連のものならば広大な墓域を形成
している可能性が浮上するのである。これ
ら遺跡群の関係について詳細は今後の調査
によらなければならないが、弥生時代の濃
尾平野に新たな核の姿が浮かび上がりつつ
ある予感を感じさせる。（石黒立人）
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C区　3面南部

C区　3面北部




